
【研究部】

１ 方 針 (１) 県小学校長会の活動方針及び活動の重点を受け、本会研究

部と各支会研究部との連絡を密にし、共通理解に立った組織

的な研究の推進が図られるように努める。

(２) 事務局との連携を図り、円滑な運営に努める。

(３) 全連小・東北連小との連携による調査研究等に努める。

２ 研究主題に基づく研究と (１) 研究主題「自ら未来を拓き ともに生きる豊かな社会を創る

実践 日本人の育成を目指す小学校教育の推進」を基に設定した副

主題「福島に誇りをもち 多様な他者と協働しながら持続可能な

社会を創る子どもを育てる学校経営と校長の在り方」の第Ⅲ期

研究（令和６・７年度の２か年継続）の第１年次の研究を推

進する。

(２) 研究主題に基づいて作成した「研究の手引き」により、各

支会とも組織研究の趣旨・内容を主体的に受け止め、10研究

課題20視点について、計画的で組織的な実践研究を進める。

(３) 第64回東北連合小学校長会研究協議会青森大会において、

福島県代表として、第４分科会「豊かな人間性」視点１を安達支会

第９分科会「自立と社会性」視点１を福島支会が発表する。

◯ 開催日：令和６年７月４日(木)・５日(金)

(４) 第76回全国連合小学校長会研究協議会徳島大会に会員の代

表が参加し、研究を深める。

◯ 開催日：令和６年10月24日(木)・25日(金)

(５) 第53回福島県小学校長会研究協議会各支会大会を開催し、

発表支会の第１年次研究のまとめとして「支会研究報告書」

にまとめ、全会員に配付する。

３ 教育課程改善のための調 （１）全連小三地区調研提出資料作成に合わせて、各地区の実態

査研究 を把握するための調査等を実施する。

４ 組織的・計画的運営のた （１）活動計画に基づいて各支会との連携を密にし、研究活動が

めの諸会議の開催 充実するように諸会議を開催する。

○ 研究部長会(３回)

５月９日（木） 11月20日(水) １月15日(水)

（２）研究部幹事会を必要に応じて開催し、研究活動の推進に努

める。

① 定例幹事会（７回）

４月18日(木） ６月５日（水） ７月12日（金）

10月10日(木） 11月６日（水） １月７日（火）

２月26日(水）

② 臨時幹事会（随時）

③ 令和７年度安達大会実行委員会への参加（随時）

５ 全連小・東北連小大会等 （１）第64回東北連小青森大会

に関わる協力 令和６年７月４日(木)・５日(金)

（２）第76回全連小徳島大会

令和６年10月24日（木）・25日（金）

（３）東北連小教育課程委員会（青森市）

令和６年６月12日（水）、10月９日（水）

（４）全連小三地区調査研究担当者連絡協議会（東京）

令和６年９月26日（木）

【【 生生徒徒指指導導部部 】】

１ 学校経営支援のための (１) 県内全域での生徒指導上，当面する課題についての情報収集と提
当面する重要課題につい 供を行う。
ての情報収集と情報提供， ① 生徒指導上の諸問題に関する調査（詳細は別添）
情報交換 ○「『東日本大震災・原子力災害』及び『児童を取り巻く環境の

変化』に係る生徒指導上の諸問題」に関する調査
・調査Ａ「心のケア」を必要とする児童の実態把握
・調査Ｂ「いじめ・不登校・虐待・暴力行為」に関する調査
・調査Ｃ「ネット・ＳＮＳ利用｣の実態調査と学校としての効果

的な取り組み事例の情報収集
※ 調査Ｃの集計・考察については９月当初，調査Ａ及びＢにつ

いては各集計・考察がまとまり次第，県小学校長会ＨＰに掲載

する。調査Ｃでは，ネット端末利用の留意点について保護者へ
の啓発も行う。

② 各支会の活動状況と諸問題についての情報交換と連絡調整

【合同・小中別幹事会】

月 日 内 容

・合同部（会）長会運営計画
第１回 ５月 ２日（木） ・組織作り
（合同） ・活動計画・調査内容要確認

・調査Ａ・Ｂ・Ｃの内容確認
・集計方法の確認
・第１回部長会運営確認

第２回 ７月１１日（木） ・調査Ｃの分析・考察検討

第３回 ９月 ９日（月） ・合同部（会）長会運営確認
（合同） ・第２回部長会運営確認

・調査Ａ・Ｂの分析・考察検討

第４回 １１月 ７日（木） ・調査Ａ・Ｂの分析・考察検討
・第２回部長会運営確認

・本年度の活動反省
第５回 １月２１日（火） ・次年度の活動計画検討

・調査Ａ・Ｂ・Ｃの内容検討

（２）各支会独自の喫緊の生徒指導上の課題について主体的な取り組み
の紹介と情報交換

（３）課題解決に向けての研究協議
【部 長 会】 第1回：５月２２日(水),第2回：１１月１４日(木)
【代表部長会】 １月２９日(水）

２ 幼稚園・こども園・保 （１）県中学校長会生徒指導部会との連携を深める。
育所や中学校及び関係機 ① 「『東日本大震災・原子力災害』及び『児童を取り巻く環境の変
関との連携 化』に係る生徒指導上の諸問題」に関する調査Ａ・Ｂ・Ｃの項目

についての合同検討
② 各支会小・中学校長会生徒指導部（会）の情報交換・連携
③ 各支会の中学校区小・中学校長の行動連携
④ 県中学校長会生徒指導部会との合同会議の開催

○ 小・中合同生徒指導部（会）幹事会
５月 ２日（木） ９月 ９日（月）

○ 小・中合同部（会）長会 １１月１４日（木）
（２）幼稚園・こども園・保育所や関係機関・団体との連携を強化する。

※ 各支会ごとに幼保小中連携，専門機関・団体との連携を行い，
子どもの成長に関わる情報を提供し合い，手厚い支援ができる
ようにする。

① 幼稚園・こども園・保育所との連携
② ＰＴＡ及び青少年健全育成団体との連携
③ 警察及び相談機関等との連携
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